
令和４年度
有料老人ホーム集団指導

非常災害対策計画について

マグマシティPRキャラクター
火山の妖精 マグニョン



非常災害対策計画について

鹿児島市有料老人ホーム設置運営指導指針の中で、「非常災害に関する具体的計
画を立て、非常災害時の関係機関への通報及び連携体制を整備し、それらを定期
的に職員に周知するとともに、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行うこ
と」と規定しています。

災 害 種 別 対 象 施 設

地 震

すべての施設及びサービス
火 災

風 水 害
土砂災害警戒区域内の施設及びサービス

河川の氾濫等による浸水想定区域内の施設及びサービス

火 山 災 害 桜島内にある施設及びサービス

津 波 津波による浸水想定区域内の施設及びサービス

●非常災害に対する個別の計画と対象施設

指針８（６）
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①災害リスクを把握する

②高齢者福祉施設等の利用者の特性を考慮する

③計画作成の手引きを踏まえる

④図表や箇条書きなどの手法を活用してわかりやすく

⑤防災訓練等による計画の見直しを行う

非常災害対策の計画作成の留意点

非常災害対策計画について 指針８（６）
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災害リスクは、「かごしまｉマップ（防災マップ）」で確認をお願いします。

① 災害リスクを把握する

非常災害対策計画について 指針８（６）
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利用者の特性を把握し、情報伝達や避難時などに、その特性に合
わせた配慮を行いましょう。

利 用 者 の 特 性 対 応

情報の受信に
支援が必要な方

・目や耳が不自由な方
・行動指示が正確に伝わらない方

・音声による誘導、情報伝達カードの準備
・避難誘導等の介助者の確保

情報の発信に
支援が必要な方

・言葉や耳が不自由な方
・自分の意思を正確に伝えられない方

・避難誘導等の介助者の確保
・簡潔で具体的な指示

移動に
支援が必要な方

・車椅子や歩行補助具を使用している方
・一人では移動できない方

・移動手段として介助者と用具の確保
・避難誘導等の介助者の確保

判断に
支援が必要な方

・状況の理解や判断が困難な方 ・適切な指示と誘導をする介助者の確保

② 高齢者福祉施設等の利用者の特性を考慮する

非常災害対策計画について 指針８（６）
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③ 計画作成の手引きを踏まえる

計画の作成時や見直しの際には「高齢者福祉施設等における非常
災害対策の計画作成の手引き」を参考にしてください。

こちらの手引きには、計画の行動手順のひな形や災害時のチェッ
クシート、計画作成の留意点や参考資料等を記載しております。

高齢者福祉施設等における非常災害対策の計画作成の手引きは鹿児島市ホームページに掲載しております。
ホーム > 健康・福祉 > 介護保険 > 事業者関係 > 非常災害対策・防災対策 > 高齢者福祉施設等に
おける非常災害対策の計画作成の手引き
https://www.city.kagoshima.lg.jp/kenkofukushi/chouju/shisetu/kenko/fukushi/kaigo/jigyosha/tebiki.html

非常災害対策計画について 指針８（６）
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図表や箇条書きを用いてシンプルかつ具体的な計画にし
ましょう。

④ 図表や箇条書きなどの手法を活用してわかりやすく

非常災害対策計画について 指針８（６）

• 災害ごとに対応した行動計画をフロー図等で作
成する

• 「災害直後」「当日」「２日目以降」など、段
階的な計画を作成する

• 非常災害時の体制整備を図表で作成する

• 情報収集の手段を複数、箇条書きで記載してお
く
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作成例

非常災害対策計画について 指針８（６）
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防災訓練等を通して、計画の改善点が見つかれば、随時、
見直しを行いましょう。

⑤ 防災訓練等による計画の見直しを行う

非常災害対策計画について 指針８（６）

• 非常災害対策計画は作成したときが最善では
なく、常に防災訓練や防災教育を繰り返しな
がら改良していく必要があります。

• 訓練実施後は、振り返りを実施し、訓練で得
られた知見を踏まえて、計画の内容を見直す
ためのＰＤＣＡサイクルを回すことが重要で
す。
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【具体的な方策】

•避難先の確保や緊急的な安全確保策の検
討

•職員の対話の積み重ねによる計画の改善

•様々な種類の訓練を分けて実施する

•個々の施設の課題や災害経験の共有

•職員等への災害リスク及び非常災害

対策計画の周知の徹底

非常災害対策計画について 指針８（６）
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出典：国土交通省ホーム
ページ

参考

非常災害対策計画について 指針８（６）
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出典：国土交通省ホーム
ページ

参考

非常災害対策計画について 指針８（６）
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次の内容は「○」か「×」どちらでしょうか。

「✖」の場合、正解を考えてください。

① 非常災害対策計画は、全ての災害に対応できるよ

うな総合的な計画であるため、災害種別に具体的

な計画を作成する必要はない。

② 非常災害対策計画を作成する際に、かごしまｉ

マップを確認する必要はない。

③ 非常災害対策計画は作成したときが最善ではなく、

常に防災訓練や防災教育を繰り返しながら改良し

ていく必要があるため、訓練実施後は、振り返り

を実施し、訓練で得られた知見を踏まえて、計画

の内容を見直すことが重要である。

理解度チェック（問題）
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理解度チェック（問題）

間違っているのは、①と②です。
③は、正解です。

③ 【正解〇】
（Ｐ９参照）

② 災害リスクを把握するためにも、
かごしまｉマップでの確認が必
要です。（Ｐ４参照）

① 非常災害対策計画は、立地環境に応じ、
火災、風水害、地震、津波、火山災害等
個別に非常災害に関する具体的計画を立
てなければなりません。（Ｐ２参照）
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次の内容は「○」か「×」どちらでしょうか。

「✖」の場合、正解を考えてください。

① 非常災害対策計画は、全ての災害に対応できるよ

うな総合的な計画であるため、災害種別に具体的

な計画を作成する必要はない。

② 非常災害対策計画を作成する際に、かごしまｉ

マップを確認する必要はない。

③ 非常災害対策計画は作成したときが最善ではなく、

常に防災訓練や防災教育を繰り返しながら改良し

ていく必要があるため、訓練実施後は、振り返り

を実施し、訓練で得られた知見を踏まえて、計画

の内容を見直すことが重要である。


